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那の川底庖長

構
図
石
油

石
油
卸
売
や
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
経

営
な
ど
の
増
田
石
油
側
(
福
岡
市
中
央

区
大
手
門

3
丁
目
、
増
田
成
泰
社
長
)

は
5
月
2
日
、
同
市
南
区
那
の
川

2
丁

目
に
、
�
 F
C
3
庖
舗
目
と
な
る
「
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の
川
庖
」
を
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し
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所
は
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年
橋
通
り
沿
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の
川

2
丁
目
交
差
点
そ
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1
2
岡
部
ピ

ル
2
階
。
�
 

D
V
D
や
C
D
、
漫
画
本
の

レ
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タ
ル
を
実
施
し
、
�
 2
4
時
間
年
中

無
休
で
営
業
す
る
。
当
日
は
オ
ー
プ
ン

セ
レ
モ
ニ
ー
を
開
催
。
吉
田
尚
文
同
庖

庖
長
は
「
当
庖
に
関
わ
る
す
べ
て
の
人

が
幸
せ
に
な
る
ゥ
日
本
一
幸
せ
な
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が
け
る
鮒
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(
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岡
市
中
央
区
天
神
4
丁
目
、
高
橋
善
晴

社
長
)
は
5
月
1
1
日、

ウ
ン
プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル
で
、
平
井
良
明
取

締
役
の
初
の
著
書
「
読
み
書
き
そ
ろ
ば

ん
ソ平

井
取
締
役
は
「
こ
れ
ま
で
続
け
て

き
た
ブ
ロ
グ
記
事
を
ま
と
め
、
初
の
著

書
を
出
版
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
本
日

は
参
加
者
同
士
で
交
流
を
深
め
て
ほ
し

い
」
と
あ
い
さ
つ
。
当
日
は
取
引
先
を

は
じ
め
、
平
井
社
長
の
高
校
・
大
学
の

伺
画
一一

，
同
聞
社

同
窓
生
な
ど
約

2
百
人
が
参
加
し
、
著

書
出
版
を
盛
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に
祝

っ
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。

M
F

当
日
は
約

2
0
0
人
が

到
�
 

接
‘、

‘月

d
~i

見長参加

』
，

長

ン.-
争
、
4

MV
 

且園ー圃・・

ν」

，令、，

‘
号
由
晴

ス
‘ヲ
小

ジ
�
 

-
J

長・� Lu---・・・・・
・・圃・・・-a

-
1
-
圃
�
 

----
--
・』・圃

�
 

，.
圃
冒
圃
哩
・
・
�
 

町
明
市1

・・・・・・・・・・・・・
1
1

k」

ロ・・・・4a
E rE・
圃
れ
川
凶
園、
�
 

4
寸
日
栄
イ
ン
テ

ッ
ク
の
協
賛

J

4
E
a
a
-
-

R
H EBEU

F
l

Eu L--r L-
-

司
に
よ
る
抽
選
会

平井氏� (写真中央)の著書を手に笑顔で記念撮影

13， 2012.6 122くおか経済



この人

ア
メ
リ
カ
発
教
育 
N
P
O法
人
九
州
進
出

消
費
者
調
査
、
コ
ン
サ
ル
テ
ィ

ン
グ
の

仰
ピ
ス
ネ
ッ
ト 
(福
岡
市

中
央
区
天
神 
3
丁
目
、
久
留
百
合

子
社
長
)
は

5
月

1
6
日
、
同
社

が
入
居
す
る
ピ
エ
ト
ロ
ビ
ル 
8
階

の
会
議
室
で
「
消
費
者
と
企
業

の

わ
い
わ
い
塾
」
を
開
催
し
た
。 

「
昨
年 
7
月
か
ら
九
州
で
の
活
動

を
始
め
て
い
た
が
、
今
年

3
月
に
卓

務
所
を
椛
え
、
本
格
的
に
活
動
で
き

る
よ
う
に
な
っ
た
。
教
師
派
遣
は

2 

0
1
3
年
度
か
ら
を
予
定
し
て
お
り
、

今
年
は
広
報
活
動
に
力
を
入
れ
て
い

き
た
い
」
と
話
す
の
は
特
定
非
営
利

e
a
c
h
F
o
r 

会内換交見意雪費消

附
品
「
ア
イ
ス
リ
ュ
ッ
ク
」
を
使

っ
た
」
と
復
学
と
同
時
に
同
法
人
の

えウル
デ
河
古川

昨
 4

J
U
W

バ

J


ス

-

4
成
し
て
い
る
が
常
設
モ
デ
ル
ハ

υ
ウ
ス
は
初
め
て
。
建
物
は

2
階
建

且

、

「 

が
あ
る
こ
と
を
知
り
、
大
学
を
休
学

し
て
隠
岐
の
島
に
渡
っ
た
」
と
森
山

代
表
は
当
時
を
振
り
返
る
。
そ
こ
で
、

学
習
環
境
に
恵
ま
れ
な
い
子
ど
も
た

ち
の
高
校
受
験
折
導
を
任
さ
れ
た
こ

と
が
大
き
な
き
っ
か
け
と
な
っ
た
ο

「
子
ど
も
本
人
や
そ
の

親
、
学
校
の

先
生
ま
で
も
が
進
学
を
あ
き
ら
め
て

ビスネット

6
8
同
門
と
な
る
今
回
は
同
社

の
会
員
ら
約

2
0
人
の

一
般
消
費

」

者
が
参
加

工

ム

ク

ラ

フ
ト
附 
(稲

岡
市
博
多
区
博
多

駅
東

2
丁
目
、

い
る
と
い
う
状
況
を
目
の
当
た
り
に

中
央
医
舞
鶴

2
丁
目
)
の
森
山
円
香

代
表
。
同
法
人
は
ア
メ

リ
カ
発
祥
の

験
指
導
で
受
け
持
っ
た
子
ど
も
た
ち

し
衝
撃
を
受
け
た
。

2
カ
月
間
の
受

松
波
徳
明
社
長
)
の
熱
中
府
対
策

用
し
効
川
本
を
体
感
し
た
。
参
加
折

F
o 

を
全
員
高
校
に
合
格
さ
せ
る
こ
と
は

T
「

N
P
O

e
a
c
h 

で
き
た
が
、
こ
の
状
況
に
間
組
立
識

を
感
じ
て
い
た
と
き
に
当
法
人
を
知、
四里~

か
ら
は
「
も
う
少
し
薄
刑
の
も
の

人
で
、
大
学
生
ら
に
よ
る
教
育
環
境

に
忠
ま
れ
な
い
子
供
た
ち
へ
の
短
期

学
背
支
援
と
若
手
社
会
人
な
ど
を

2

年
間
の
学
校
へ
派
遣
す
る
「
教
師
派

遣
」
を
活
動
の
柱
に
し
て
い
る
。

一
大
学
入
学
以
前
か
ら
教
育
に
興

味
が
あ
り
大
学
で
は
教
職
課
程
を
選

択
し
た
が
、

序
学
中
心
で
教
育
実
習

が

2
週
間
し
か
な
い
実
態
に
疑
問
を

持

っ
て
い
た
。
そ
ん
な
と
き
島
根
県

の
隠
岐
の
烏
で
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ

森山円香
特定非嘗利活勘法人� 

Te

九
州
事
業
部
を
立
ち
上
げ
た 

建
設
業

の
日
建
建
設
怖
と
側一一
，

購
入
者
は 
2
0
代
後
半
か
ら

4
0

代
前
半
が
多
い
と
い
い
、
同
社
は

c

人伝

森
山
代
表
は
「
当
法
人
は
教
師
を

京
(

子
幸
生
社
長
)
は

5
月

3
日、

ハ

福
岡
市
中
央
医
赤
坂 
3
丁
目
に
同

「
長

い
則
間
し

っ
か
り
と
紹
介
し

て
い
き
た
い
」
と
し
て
い
る
。 

目
指
す
人
、
教
育
に
関
わ
り
た
い
と

考
え
て
い
る
右
い
社
会
人
へ
の
ト
レ

ー
ニ
ン
グ
制
度

が
充
実

し
て
い

る

ャ

イ
ベ
ン
ト
や
講
演
会
で
知
名
度
を
上

げ
優
秀
な
人
材
を
地
得
す
る
と
と
も

社
が
施
工
販
売
を
手
掛
け
る
戸
建

住
宅
「
ロ
コ
ハ
ウ
ス

」

の
常
設

モ

デ
ル
ハ
ウ
ス
を
開
設
し
た
。

「
ロ
コ
ハ
ウ
ス
」

は
中
庭
を

口

の
字
も
し
く
は
コ
の
字
型
の
家
屋 

μ
で
閤
み
、
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ

、平
。

に
、
九
州
内
で
の
企
業

の
賛
同
を
得

て
子
ど
も
た
ち
が
置
か
れ
て
い

る
教

フ
ラ

l
、
快
迫
性
を
追
求
す
る

育
環
境
を
変
え
て
い
き
た
い

」
と
今

後
の
目
標
を
見
据
え
た
。 

(岡
山
市
出
身
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9
8
8年 
8
月 

1
6
日
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ま
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の 
2
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大

学
法
学
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バ
シ

戸
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住
セ
コ
現
在
ま
で

1
0
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が

趣
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は
魚
さ
ば
き
)

て
、
延
べ
床
面
積
約 
1
1
5
ぱ
の

J

タ
イ
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。

こ
れ
ま
で
の

3
L
D
K
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動
法
人 
T 

J 
a
p
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n
九
州
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業
部

(
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岡
市

教
育

r
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本
法
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将の

間
保
し
た
コ

同

線
で
制
同
の
都
巾
成
長

女
竹f

女

女

性
が
集
ま
れ
る
プ
レ
イ

ス
ポ 

凶

ト

や 

育
て
附
代
が
楽
し
め
る
場

催関販

川
の
確
ム
リ『と

マ
ニ

l

J
Y

C
E
O

口
ム
リ 

社
長
経 

}
は
4

を

月
1
3
1
、
ア
ク

ア
博
多
(
福
岡

一

市
博
多
日
中
洲
)
で、

ナ
山
向
け
セ

ミ
ナ
ー 

一一

l
タ 

四且� i マニユライフ生命保険� 1四修 福岡リアルティ� 1 

市
刷
リ
1

ト
投
資
法
人
の
賢
産

出
し
た
。
限
後
は
一組
問
を
形
容
す

M
l

&

来
ソ
ム
リ
エ
の
松
凶
恵
理
さ
ん
が

司
会
を
，
め、

圏直� l里 五洋食品産業� 1担胆 アイ・ビー・ビー 可|
A

ベ
ン
チ
ャ
ー
よ
援
事
業
の
和
ア

人
が
講
師
を
務
め
、
ト
ラ
ブ
ル
の

実
例
や
そ
の
対
処
法
な
ど
を
解
説

し、

企
業
の
リ
ス
ク

マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
の
必
要
性
こ
つ
い
て
講
演
し
た 

-

ナ

イ

・
ビ 
l

ド
を
出
し
合
い
、

l

迎
用
会
社
仰
福
山
間
リ
ア
ル
テ
ィ
る
ワ 

(茶
木
正
安
社
長
)
は
5
月
1
7
日
、
う
ち
に
幕
を
閉
じ
た
。
今
後
3
回

グ
ラ
ン
ド
・
ハ
イ
ア
ッ
ト

福
岡

の
開
催
を
予
定
し
て
い
る 

盛
況
の

・
ピ 
l
(出
岡
市
中
央
区

、
賢
一
同
稔
社
長
)
は

l
b
b
f
u
k
u

家公

大
4

神月
2

6ピ
ル

ヘ同
一
也
で
起
業
家

o
k
a 2

T
HH 

c

業

エ

来

内
の
レ
ス
ト
ラ
ン

で
「 

ウ
p
(

フ
・
ラ
ブ

・
ピ 
1
)
女
子
会
」

を

F

福

に
つ

い
て
議
論
す
る
も
の
で
今
一
川

で

が 
2
川
目

，
一愉
同
市
内
で
働
く

3 

ν式 

0
1
4

0
代
久
性 
3
5
人
が
参
加

子

福

附

の
食
や
情
報
発
い
、
大
人
の

い
っ
た
立
見
が
成
び

ュ
ラ
イ
フ

ル
ー
命
保
険
胸

起
支
援
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
た

同
セ
ミ
ナ
ー
は

7

霊

安

に
ぜ

バ-}

ひ
知
っ
て
お
い
て
ほ
し
い
情
報
を 

ア
発
行
川
」
を
コ
ン

セ
プ
ト
に
定
期
間

冷

催

し

て

い
る
も
の
今
同
の

マ
は
「
ザ
・
リ

バ
ク
ヘ
ツ
ジ 
1

リ
!
・
ガ

w

i

ア一
i 

へ
当
日
は
久
留
向
時
ア 

ク

ッ

ト

社 

、
れ
松
イ
ン
プ
レ
ス
『
市

以

凶

除-
-社

長
、
下
野
作川

支
社
長
の

エ
ス
・ピ

 

3

i時

ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク

K

j 

一桶

前
列 
3
人
の
新
メ
ン
バ
ー
を
図
九
で 

(後
列
中
央
は品
川回
社
長 
} 

5
凡
1
什
、
冷
凍
ケ 

キ
製
造
版
仁
冗
の
丘
洋

l

ヘ
点
以
部
調
布
市、

ク
レ
イ
グ
・
ブ

後
半
に
は
一「
野
菜

で
ヘ
ル
シ 

l

ビ
ュ 

食
品
従
業
側
(糸
島
市
多
久
、舛
川
主
良
松
長
)

こ

に 
3
人
の
新
戦
ん
が
加
わ

っ
た

i

を
テ 

テ
{

!
」

マ
に
講
演
も
担
当
し
た
士

販
売
特
約

力

同

社

は

決

算
期
に
合
わ
せ
て
毎
年
同
時
期
頃

戦

仁

入
社
式
を
聞
い

て
お
り
、
今
年
は
巾
利
学
阿

新

人

学
栄
養
科
学
部
か
ら
広
性
2
人
と
第
二
新 

Y
O

の
山
一
刷
所
長
が
、
が
ん
の
先

進
区
州
に
つ
い
て
識
街
、
ま
た
野 

公ナ

医
ト
会

を

開

催
し
た
。

N

向

う

版

完

促
進
の
-
環
で、
 

庖

法

人
ウ
イ
ツ
グ
リ
ン
グ
・
ジ

ャ
パ

約

ン

が

セ
ミ
ナ
ー
を
企
阿
し
た

古白川特

で

は
新
耐
品
の
抑制
介
に
加
え
、
久

ユ
メ
イ

-
M
T

が

者

で

男
性
]
人
を
新
規
採
川
，
広
性
2
人
を
品

人

質

管
理
部
に
、 

件
を
付
業
部
に
そ
れ
ぞ
れ
配 

3
慣
し
た
。
今
年
位
は
管
理
5
人、

m
M

療
以
険
の
析
尚
品
発
売
に
伴

常
業 
1
0
人、

は

企
州
開
発 
5
人
、
品
質
管
理 
5
人
、
生
産
部 

度 
9
人
体
制
で
ス
タ
ー
ト
》
外
出
社
長
は「
体
制 i

会

勾

強
化
に
は
優
秀
な
人
材
が
欠
か
せ
な
い 
-
数
年 

寸

前
か
ら
定
期
採
問
を
実
施
し
て
お
り
、
今
後
も

積
倒
的
に
係
川
し
哨
力
と
な
る
人
材
を
育
て
て

請

し

い

る

ぺ

い
く
」

留
米
大
学
先
端
蛸
治
療
研
究
セ
ン

C 

諮りあう参加女性たちπ当日はさまざまな業界で活縦す
る人々 が集まった。� I大人な男性が足りない� jとの声も

y

熱心に誌を聞く参加者� 
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